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主練習場の規模についての検討 
 

主練習場の規模については、以下の３案を作成した。 

① （仮称）新青森市屋内グラウンドの整備に当たっては、サンドームの代替施設というこ

とを念頭に整備を検討していることから、現在のサンドームの主練習場の規模を一つ

の目安とし、これをＡ案とする。 

② 市民や有識者会議委員の皆様からの意見及び他都市の事例を踏まえ、現状よりも広く、

サッカー、軟式野球、ソフトボールの試合が可能となる規模をＢ案、それらの公式戦が

可能となる規模をＣ案とする。 

※「青森市ファシリティマネジメント推進基本方針（H28.2 策定）」において、人口減少を

踏まえた公共施設の総量抑制の観点から、既存公共施設の建替等の際には、周辺既存施

設との統合による複合化・集約化を原則とすることとしている。 

 

 

（※1）公式戦で求められるバックネット方向のスペースが不足するが、競技スペースは確保

できる。 

 

（※2）主練習場、ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞｺｰｽ、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室、会議室のほか、ﾛｯｶｰ室、ｼｬﾜｰ室、ﾄｲﾚ、事務室、

ﾎｰﾙ・廊下、機械室、器具庫等を見込んでいる。 
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 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 

主練習場 

（ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ） 
100m×58m 

約 5,800 ㎡ 

100m×85m 

約 8,500 ㎡ 

105m×105m 

約 11,000 ㎡ 

その他 

主な諸室 

ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞｺｰｽ： 

1 周 300m 程度、 

幅 2m 程度 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室：約 190 ㎡ 

会議室：約 120 ㎡ 

ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞｺｰｽ： 

1 周 350m 程度、 

幅 2.5m 程度 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室：約 200 ㎡ 

会議室：約 180 ㎡ 

ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞｺｰｽ： 

1 周 400m 程度、 

幅 2.5m 程度 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室：約 200 ㎡ 

会議室：約 180 ㎡ 

延床面積 

（※2） 
約 8,800 ㎡ 約 12,000 ㎡ 約 15,000 ㎡ 

利用者の増加 

× 〇 △ 

現状と同規模であり、利

便性に変化がないため、

現状よりも利用者が増加

することは見込めない。 

現状よりも面積が増え、

試合可能な競技も増える

ことに加え、現状 2 分割

で利用しているところ、

4 分割での利用が可能に

なるため、利用者の増加

が見込まれる。 

現状よりも面積が増え、

試合可能な競技も増える

ことに加え、現状 2 分割

で利用しているところ、

4 分割での利用が可能に

なるため、利用者の増加

が見込まれる。 

ただし、特別用途地区の

規制により、10,000 ㎡

を超える集客施設が設置

不可のため、イベントの

実施が出来ず、イベント

による利用者の増加が見

込めない。 

コスト 

〇 △ × 

現状と同規模であるた

め、コストは最も低くな

る。 

現状よりも面積が増える

ため、その分コスト増と

なる。 

3 案の中で面積が最も大

きいため、コストは最も

高くなる。 
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Ａ案
※本図は主練習場の規模を比較するために作成したものであり、建物の形状や配置を決定するものではありません。

　本図には描かれていませんが、ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞｺｰｽ、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室、会議室、ﾛｯｶｰ室、ｼｬﾜｰ室、ﾄｲﾚ、事務室、ﾎｰﾙ・廊下、機械室、器具庫等も計画します。
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※屋外体育施設の建設指針による
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　（公益財団法人日本体育施設協会）
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Ｂ案
※本図は主練習場の規模を比較するために作成したものであり、建物の形状や配置を決定するものではありません。

　本図には描かれていませんが、ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞｺｰｽ、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室、会議室、ﾛｯｶｰ室、ｼｬﾜｰ室、ﾄｲﾚ、事務室、ﾎｰﾙ・廊下、機械室、器具庫等も計画します。
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主練習場平面ﾌﾟﾗﾝｲﾒｰｼﾞ
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※屋外体育施設の建設指針による公式戦寸法

　（公益財団法人日本体育施設協会）
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　本図には描かれていませんが、ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞｺｰｽ、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室、会議室、ﾛｯｶｰ室、ｼｬﾜｰ室、ﾄｲﾚ、事務室、ﾎｰﾙ・廊下、機械室、器具庫等も計画します。Ｃ案
※本図は主練習場の規模を比較するために作成したものであり、建物の形状や配置を決定するものではありません。


